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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日）

(2) 連結財政状態

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計-期末新株予約権-期末非支配株主持分)を期末資産の部の合計で除して算出しております。

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 44,658 8.3 9,070 27.0 10,340 122.0
27年3月期第3四半期 41,230 40.9 7,142 34.9 4,657 51.2

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 9,659百万円 （21.2％） 27年3月期第3四半期 7,971百万円 （176.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 271.72 270.55
27年3月期第3四半期 122.69 122.13

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 2,186,660 108,102 4.8
27年3月期 2,192,114 99,812 4.5
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 105,696百万円 27年3月期 97,607百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00
28年3月期 ― 17.50 ―
28年3月期（予想） 17.50 35.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,400 4.3 8,900 △6.8 9,900 78.3 260.04
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料P3「2.サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

※ 注記事項

新規 1 社 （社名） 株式会社OCS 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 38,508,470 株 27年3月期 38,508,470 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 436,942 株 27年3月期 488,103 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 38,054,778 株 27年3月期3Q 37,962,405 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 
（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

平成28年３月期第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年 12月 31日まで）の国内経済は、

企業収益が改善し、個人消費も堅調となるなど、全体としては緩やかな回復基調が続きましたが、輸出がアジ

ア向けを中心に弱含み、設備投資も横ばいとなるなど、一部に弱い動きがみられました。 

沖縄県経済は、個人消費が労働・賃金環境の改善から好調を続け、建設は住宅建設や公共工事が高水準を維

持し、観光も外国人観光客の大幅な増勢が続いたことから、引き続き拡大の動きが強まりました。 

このような中、当行は「グループ総合力の発揮による顧客提供価値の確立」を経営目標とする中期経営計

画「Shared Value 2015」をスタートさせました。中期経営計画初年度である今年度は、お客様の利便性向上

のため ITインフラを拡充したほか、成長分野への取組強化による法人取引の拡大、お客様のライフプランに

合わせたコンサルティング機能の充実等による個人取引の強化などに取り組みました。 

IT インフラの拡充については、導入した営業支援システムのさらなる活用を図るため全営業店にモバイル

プリンタを導入し、訪問先でお客様と面談しながら入力した書類をその場で印刷するなどお客様の記入事項

の削減やお申し込み手続きの簡便化を図りました。 

法人取引の強化では、お客様のシンガポール・ASEAN 進出支援の強化の一環として Asia Creative Works 

Pte.Ltd.と提携したほか、新たな取り組みとして肉用牛繁殖農家向けローン「モーちゃんパワー」の取り扱

いを開始しました。また、今回で３回目となる県内三金融機関合同の「沖縄のみりょく発信商談会」を農水

産・食品事業者に特化したものから観光分野の商談会も同時開催するものにリニューアルして開催したほか、

日本食文化の認知度が高い香港にて、県外の地方銀行３行と共催で「香港美食商談会」を開催いたしました。

そのほか、医療機関向けの個別勉強会をお客様の要望に応じて開催する等、高齢化を背景に高い成長が見込

まれる医療・福祉業界を積極的にサポートしました。 

個人取引の強化では、平成 27 年６月に各種個人ローンを専門的に取り扱っている北谷ローンセンターを、

生命保険に関する相談業務も取り扱う「りゅうぎん北谷ローンセンター＋（プラス）」として新装オープン

したことで、土日でも全てのローンセンターで生命保険に関する保障診断、保障見直しなどをご相談いただ

ける態勢としたほか、大切なペットに対する備えができる保険「どうぶつ健保ふぁみりぃ」の取り扱いを開

始する等、多様化するお客様のニーズに積極的に応えました。 

また、グループ総合力を発揮するため、株式会社ＯＣＳ（以下、「ＯＣＳ」という。）を連結子会社化して

おり、これまで以上にグループ各社の特長を最大限に活用した金融サービスの提供に努めています。 

このような取り組みにより、平成 28 年３月期第３四半期連結累計期間の業績については以下のとおりと

なりました。 

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、リース業における売上増加に伴うその他業務収益の増加や貸出

金利息の増加等による資金運用収益の増加、ＯＣＳの連結子会社化に伴う役務取引等収益の増加等により前

年同期を 34 億 28 百万円上回る 446 億 58 百万円となりました。 

一方、経常費用は、リース業における売上原価の増加に伴うその他業務費用の増加やＯＣＳの連結子会社

化による営業経費の増加等により、前年同期を 15億円上回る 355 億 88 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期を 19億 27 百万円上回る 90 億 70 百万円となり、親会社株主に帰属する四

半期純利益は、ＯＣＳの連結子会社化による負ののれん発生益の計上もあり、前年同期を 56 億 82 百万円上

回る 103 億 40 百万円となりました。 
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（2） 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末を 54 億 54 百万円下回る 2 兆 1,866 億 60 百

万円となりました。純資産は前連結会計年度末を 82億 89 百万円上回る 1,081 億 2百万円となりました。 

主要勘定としては、預金は個人預金が退職金や年金資金、賞与資金の受入等により増加したほか、法人預

金が好調に推移したことから、前連結会計年度末を 116 億 68 百万円上回る 1兆 9,696 億 52 百万円となりま

した。貸出金は、個人向け貸出が住宅ローンやカードローンを中心に好調に推移したことにより前連結会計

年度末を 111 億 6 百万円上回る 1 兆 3,987 億 26 百万円となりました。有価証券は、社債等の償還等により

前連結会計年度末を 695 億 80 百万円下回る 5,068 億 10 百万円となりました。 

 

（3） 連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は、平成 27 年５月 14 日に

公表した平成 28 年３月期通期の業績予想を上回っておりますが、現在貸倒引当金の見積りをより精緻化す

ることを検討中であり、通期の業績予想は修正しておりません。 

 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 
  

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 25年９月 13日。以下「連結会計

基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。以下「事

業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会

社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結

会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施さ

れる企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する

四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の

表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映

させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（4）、連結会計基準第 44-5 項（4）

及び事業分離等会計基準第 57-4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。  
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（３） 継続企業の前提に関する注記 

該当ありません。 

 
（４） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

第１四半期連結会計期間より、ＯＣＳを連結子会社としております。この結果、特別利益として負ののれ

ん発生益 43 億 66 百万円を計上したこと等により、当第３四半期連結累計期間において利益剰余金が 90 億

35 百万円増加し、当第 3四半期連結会計期間末において利益剰余金が 375 億 68 百万円となっております。 
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平成28年３月期　第３四半期財務・業績の概況説明資料

１．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）

平成28年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期
第3四半期 第3四半期 通期予想

(9カ月累計) 前年同期比 (9カ月累計) (12カ月累計)
(A) (A)-(B) (B)

1 30,452        1,525        28,927        38,700        

2 24,047        547          23,500        

3 21,577        502          21,075        

4 1,786         △107        1,893         

5 682           151          531           

6 16,875        203          16,672        

7 7,499         △91         7,590         

8 8,263         153          8,110         

9 1,112         140          972           

10 7,172         344          6,828         8,900         

11 6,649         △197        6,846         

12 -             147          △147         

13 7,172         197          6,975         8,900         

うち 国債等債券損益（５勘定尻） 14 523           540          △17          

15 704           1,779        △1,075       

うち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ） 16 △38          △191        153           

うち 不 良 債 権 処 理 額 17 △34          △1,692      1,658         

うち 償 却 債 権 取 立 益 18 585           110          475           

19 7,876         1,976        5,900         7,300         

20 △223         △200        △23          

21 7,653         1,776        5,877         

22 1,807         261          1,546         

23 473           △378        851           

24 2,280         △117        2,397         

25 5,372         1,893        3,479         4,800         

26 △619         △1,655      1,036         

※ 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入および国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

人 件 費

物 件 費

税 金

経 常 収 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

法 人 税 等 合 計

臨 時 損 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 )

コ ア 業 務 純 益 ※

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入

業 務 純 益

経 常 利 益

特 別 損 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 12 ＋ 17 － 18 ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

　実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前業務純益）は、経費が前年同期より2億3百万円増加したものの、
資金利益および国債等債券損益の増加等により業務粗利益が前年同期より5億47百万円増加したことか
ら、前年同期を3億44百万円上回る71億72百万円となりました。
　ネット与信費用は、不良債権処理額が減少したことなどにより前年同期を16億55百万円下回りました。
　以上の結果、経常利益は前年同期を19億76百万円上回る78億76百万円、四半期純利益は、前年同期を18
億93百万円上回る53億72百万円となりました。

　なお、当第３四半期累計期間の経常利益及び四半期純利益は、平成27年５月14日に公表した平成28年３
月期通期の業績予想を上回っておりますが、現在貸倒引当金の見積りをより精緻化することを検討中であ
り、通期の業績予想は修正しておりません。
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（2）実質業務純益

（3）有価証券関係損益

（4）ネット与信費用
※

　　※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入を含む不良債権処理額から償却債権取立益を差し引いたもの。

（5）四半期純利益

実質業務純益は、経費が増加したものの、資金利益および国債等債券損益の増加等により前
年同期を3億44百万円上回る71億72百万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期を19億76百万円上回る78億76百万円となり、四半期純利益は前
年同期を18億93百万円上回る53億72百万円となりました。

ネット与信費用は、不良債権処理額が減少したことなどから前年同期を16億55百万円下回る△6
億19百万円となりました。

株式等関係損益（3勘定尻）は、株式等売却損が増加したことなどから前年同期を1億91百万円下
回る△38百万円となりました。

役務取引等利益は、個人向けローンが好調に推移し、ローン保証料の支払いが増加したことなどか
ら前年同期を1億7百万円下回りました。

有価証券利息配当金は、平残は減少しましたが、有価証券利回りの上昇により前年同期を31百万円
上回りました。

預金利息は、個人預金が退職金や年金資金、賞与資金の受入などにより預金平残は増加しました
が、利回りが低下したことから前年同期を3百万円下回りました。

貸出金利息は、貸出利回りは低下しましたが、住宅ローンやアパートローンが引き続き好調に推
移したことに加え、事業性貸出も増加したことから前年同期を4億74百万円上回りました。

6,828

7,172

+3

+31

▲341

+540

+474

▲53

▲203

▲107

（単位：百万円）

27年3月期第3四半期実質業務純益

28年3月期第3四半期実質業務純益

外国為替売買益の減少

貸出金利息の増加

経費の増加

役務利益の減少

有価証券利息配当金の増加

預金利息の減少344百万円増加

（備考）外貨実質ベース。

その他

国債等債券損益の増加

経費は、システム投資に係る減価償却費用等物件費の増加や外形標準課税の税率引き上げによる税
金の増加などにより前年同期を2億3百万円上回りました。

国債等債券損益（5勘定尻）は、国債等債券売却益が増加したことなどから、前年同期を5億40百万
円上回りました。
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２．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

12,262 12,435 12,668 12,585 12,753 12,911

4,946 4,915 5,024 5,292 5,356 5,324

1,619 1,724 1,544 1,794 1,766 1,543

19,77919,87719,67219,23819,07518,828

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

26年3月末 26年9月末 26年12月末 27年3月末 27年9月末 27年12月末

（億円）

個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

380 335 309 281 197 172

615 654 693 699
637 654

516 606 624 645
711 774

1,596 1,627 1,625 1,546 1,602
1,511

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

26年3月末 26年9月末 26年12月末 27年3月末 27年9月末 27年12月末

（億円）

国債 投資信託 一時払い保険

（備考）「預かり資産」は国債、投資信託、一時払い保険（契約額）の合計。

預金（末残）は、個人預金が退職金や年金資金、賞与資金の受入などにより引き続き好調に推移
したことなどから前年度末を107億円上回る1兆9,779億円となりました。
また、前年同期末比では、個人預金・法人預金がともに増加したことから541億円増加しまし
た。

預かり資産は、一時払い保険の販売が好調に推移したものの、国債の大量償還および基準価格の
下落等による投資信託の減少により前年度末を23億円下回る1,602億円となりました。

㈱琉球銀行（8399）平成28年３月期 第３四半期決算短信

10



（3）貸出金（単体・末残）の推移

（4）預金利回りの推移

（5）貸出金利回りの推移

6,704 6,815 6,945 7,190 7,268

5,597 5,665 5,715 5,840 5,794 5,826

6,491

1,211 1,013 1,090 1,207 1,049 1,072

14,16714,03413,99213,62113,38413,300

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

26年3月末 26年9月末 26年12月末 27年3月末 27年9月末 27年12月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

0.164%
0.127% 0.110% 0.098% 0.094% 0.089% 0.089%0.090%

0.000%

0.050%

0.100%

0.150%
0.200%

0.250%

0.300%

0.350%

0.400%

24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度下期 26年度上期 26年度下期 27年度上期 27年度第3Ｑ

2.167%

2.118%

2.031% 2.021%

1.970% 1.962%

2.276%

2.323%

1.950%

2.000%

2.050%

2.100%

2.150%

2.200%

2.250%

2.300%

2.350%

24年度上期 24年度下期 25年度上期 25年度下期 26年度上期 26年度下期 27年度上期 27年度第3Ｑ

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンを中心に引き続き好調に推移したことに加え、ア
パート建築需要が堅調に推移したことから前年度末を175億円上回る1兆4,167億円となりました。
また、前年同期末比でも、個人、法人向け貸出が好調に推移したことから546億円の増加となりま
した。

預金利回りは、平成27年度上期並みの0.089%となりました。

貸出金利回りは、他金融機関との競合等により、平成27年度上期比0.008ポイント低下しまし
た。

（備考）外貨実質ベース。
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（6）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

                （備考）「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。

（7）金融再生法開示債権（単体）の推移

（8）自己資本比率（単体）の推移

　　　※平成26年3月末より新基準（バーゼルⅢ国内基準）にて算出しております。

25

102

24 29 37

105
96

138

204 194 203

99
91

82 80 84 77

46

1.73%

2.31%
2.57%

2.05%
2.23%2.18%

318310
322

212

251

307

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

23年3月末 24年3月末 25年3月末 26年3月末 27年3月末 27年12月末

（億円）

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

要管理債権 危険債権 破産更生等債権 開示債権比率

金融再生法開示債権額（単体）は、破産更生等債権が減少した一方、危険債権や要管理債権が増加した
ことなどから前年度末を11億円上回る318億円となりました。
金融再生法開示債権比率（単体）は、前年度末比0.05ポイント上昇の2.23％となりました。

9.92% 9.82% 9.68%
10.50%

9.15%
9.77%

6%

7%

8%

9%

10%

11%

12%

23年3月末 24年3月末 25年3月末 26年3月末 27年3月末 27年12月末

自己資本比率は、利益の積み上げ等による自己資本の増加や、証券化取引の終了に伴うリスクアセットの
減少により、単体では前年度末比0.62ポイント、連結では前年度末比1.00ポイント上昇しました。
平成28年3月末は、劣後債の期限前償還80億円を予定しており、単体は8.7％程度、連結は9.5％程度をそれ
ぞれ予想しています。

-11
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30 2323
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22

-3
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68

2427

18

-10

-40

-20

0

20

40

60

23年3月末 24年3月末 25年3月末 26年3月末 27年3月末 27年12月末

株式 債券 その他 評価損益合計
（億円）

その他有価証券の評価差額は、リート市場が下落したこと、外貨建債券の残高が減少したこと等によ
り前年度末比11億円の減少となりました。
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　(単位:億円) (参考)

（2）預かり資産【単体】　(単位:億円) (参考)

（注）「一時払い保険」は契約額の累計。

（3）貸出金【単体】　(単位:億円) (参考)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】

(単位:億円) (参考)

その他有価証券 4,715    57       5,408    69       5,350    68       

株式 69       20       57       10       66       16       

債券 3,841    30       4,425    42       4,312    29       

その他 805      5        925      15       970      22       

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

(単位:億円) (参考)

327      11       420      13       386      11       満期保有目的の債券

平成27年3月末

帳簿価額 含み損益

平成27年12月末 平成26年12月末

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益

平成27年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

平成27年12月末

うち個人預金

平成27年12月末

19,779               

12,911               

平成27年3月末

19,672               

12,585               

平成26年12月末

平成26年12月末

19,238               

12,668               

19,006               19,032               

国　　　  　債

投  資  信  託

平成27年3月末

281                  

699                  

19,885               

平成27年12月末

172                  

654                  

774                  

平成26年12月末

309                  

693                  

624                  645                  

1,625                

貸 出 金(末 残)

平成27年3月末

13,992               

1,602                合　　　計 1,627                

一 時 払い 保 険

貸 出 金(平 残)

うち住宅ローン

預　金(末 残)

預　金(平 残)

4,071                

13,275               

平成27年12月末

14,167               

4,212                

13,849               

平成26年12月末

13,621               

4,035                

13,144               
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（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】

【単体】　(単位：億円) (参考)

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

77             82             84              

危 険 債 権 203            198            194             

要 管 理 債 権 37             22             29              

合 計 318            303            307             

開 示 債 権 比 率 2.23% 2.21% 2.18%

【連結】　(単位：億円) (参考)

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

107            106            104             

危 険 債 権 205            200            197             

要 管 理 債 権 43             23             29              

合 計 356            330            331             

開 示 債 権 比 率 2.43% 2.36% 2.31%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】

（参考）

平成27年12月末 平成27年3月末
実績 実績

 単体自己資本比率 9.77% 8.7％程度 9.15%

 連結自己資本比率 10.56% 9.5％程度 9.56%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

平成28年3月末
予想値
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